
738 大気微粒子一特に非球形粒子一による光散乱特性の研究

す．現実の大気微粒子に対する応用は，今後の課題で

す．非球形粒子による光散乱の研究は，ここ数年多くの

分野で活発に行われるようになりましたが，今のところ

実験・観測及びモデル計算を蓄積しつつある段階です．

複雑多様な散乱現象を解明してゆくには，多方面から・一

歩一歩攻めてゆくしかないようです．故山本先生より課

せられた宿題をいつ果せるか分りませんが，今後とも励・

んでゆく所存です．

　この研究は，東北大学において始められ，一時中断

後，NASA／GISSで再開され，現在気象研究所にて続

けられている。この間，御指導・御支援下された多くの

方々に厚く感謝いたします．
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